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複雑性 尿路感染症に対す るT-2588の 臨床的検討

後 藤 博 一 ・小野寺昭一 ・岸 本 幸 一

鈴 木 博 雄 ・清 田 浩 ・町 田 豊 平

策京慈恵会医科大学泌尿器科教室

新セフェム系抗生物質T-2588を14例 の複雑性尿路感染症患者に投与し,そ の臨床効果および

副作用について検討を行なった。

投与方法は,本 剤100mgを1日3回 食後30分 に経口投与し,投 与期間は13例 においては5

日間,他 の1例 においては7日 間とした。

全例 ともUTI薬 効評価基準による薬効評価可能であり,こ れらの総合臨床効果は著効3例,有

効4例,無 効7例 で,総 合有効率は50%で あった。

主な分離起炎菌に対する細菌学的効果では,Enterobacter 5株 中3株,K.oxytoca 3株 中3株,

P.aerugtinosa 4株 中1株,E.faecalis 3株 中2株 が除菌された。 これらを総合すると,20株 中

12株 が消失し消失率60%で あった。

副作用は,1例 にGOT・GPTの 軽度上昇が認められたが,本 剤投与終了後改善した。 その他,

自,他 覚的な副作用は全例とも認められなかった。

T-2588は,富 山化学工業(株)で 開発された新しい

経口用エステル型セフェム系抗生物質である。本剤は内

服後腸管から吸収され,腸 管壁のエステラーゼによって

抗菌活性を示すT-2525に 加水分解されるprodrugで

ある1)。本剤およびT-2525の 構造式は,下 記に示す通

りである(Fig.1)。

T-2525は,グ ラム陽性菌および陰性菌に対して広い

抗菌スベクトラムを有 し,特 にグラム陰性菌に対して強

い抗菌力を示すとされている。また本剤は,主 として尿

中に排泄される。そこで今回われわれは,複 雑性尿路感

染症に対し本剤を投与 し,そ の臨床効果および副作用に

ついて検討した。

I. 対象と投与方法

対象症例は,昭 和59年7月 から昭和60年4月 まで

の間に,東 京慈恵会医科大学付属病院泌尿器科に通院あ

るいは入院した,複 雑性尿路感染症患者14例 である。

年齢分布は,39歳 か ら80歳 までで平均66.4歳 であ

り,全 例とも男性であった。対象 となった疾患の 内訳

は,慢 性複雑性膀胱炎11例,慢 性複雑性腎盂腎炎3例

であった。 尿路感染症の基礎 疾 患は,前 立腺肥大症4

例,前 立腺腫瘍および陰茎腫瘍各2例,膀 胱腫瘍,腎 結

石,尿 道狭窄,尿 管皮膚痩,多 発性腎嚢胞,神 経因性膀

胱がそれぞれ1例 であった。

投与方法は,全 例とも1回100mg1日3回 毎食後30

分に経口投与し,投 与期間は13例 においては5日 間,

1例 においては7日 間 とした。

II. 効果判定と副作用

臨床効果の判定は,UTI薬 効評価基準(第 二版2))に

従 うことを原則とし,膿 尿,細 菌尿の推移を指 標 と し

て,著 効,有 効,無 効の3段 階に分け 評価 した。.ただ

し,7日 間投与例については投与7日 目を判定日とし,

同様に3段 階に分け評価 した。

副作用に関 しては,投 与開始から終了までの自,他 覚

的副作用の有無を観察し,投 与前後の血液,生 化学的検

査を行ない検討 した。

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525

T-2588

T-2525
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III. 成 績

1. 臨床 成 績

対象 とな った14例 の臨 床 成 績 はTable 1に 示 した 通

りで,全 例がUTI薬 効 評価 基 準 に よ る判 定 可能 で あ っ

た。症 例12は7日 間 投 与症 例 で あ り,効 果 判定 日を除

きすぺ てUTI薬 効 評 価 基 準 を満 た してお り,7日 目の

判 定 を成績 と して採 用 した 。 これ ら14例 の総 合 臨 床 効

果 を示 した のがTable 2で あ る。膿 尿 に 対す る効 果 は,

正常化4例(29%),減 少1例(7%),不 変9例(64%)

であ った 。細 菌 尿 に対 す る効果 は,消 失5例(36%),減

少1例(7%),菌 交 代3例(25%),不 変5例(42%)で

あ った。

Table 3は,こ れ らを病 態 群 別 に 分 け臨 床 効 果 を ま と

めた もの で あ る。 単 独 菌 感染 は9例 で,そ の 内訳 は 第1

群4例,第2群3例,第4群2例 であ る。 第1群 の有 効

率は50%,第2群 で は67%,第4群 で は100%で,単

独菌感 染群 の有効 率 は67%で あ った。 混 合 菌 感 染 は5

例で あ り,第5群4例,第6群1例 で あ った 。 第5群 の

4例 はすべ て 無効 で あ り,第6群 の1例 のみ 有 効 で,混

合 菌感 染群 の有効 率 は20%で あ った。

2. 細菌 学 的効 果

今回 の検 討 で分 離 され た 起 炎菌 に対 す る細 菌 学 的 効果

をTable4に 示 した 。 分 離起 炎菌 は, Enterobacter 5

株,P.aeruginosa 4株, K.oxytoca 3株, E.faecalis

3株 で,そ の他Klebsiella sp., P.vulgaris, Citrobacter,

other GNB, Candid4が それ ぞ れ1株 の計20株 で あ っ

た。K.oxytoca, Klebsiella sp., Citrobactef, other GN

Bは 全 株 とも消失 し, E.faecalisは3株 中2株, P.aeru-

ginosaは4株 中1株, Enterobacterは5株 中3株 が 消

失 した。 存続 した の はP.aeruginosa, Enterobacterが

それ ぞれ2株, E.faecalis, P.vulgaris, Candidaが そ れ

ぞれ1株 で あ った。 これ らを ま とめ る と,20株 中12株

が消失 し,細 菌学 的 効 果 は60%で あ った。

3. 副 作用

副作 用 は,症 例10に お い てTransaminaseの 軽 度 上

昇 が認 め られ た。 同症 例 で は,本 剤 投 与 前 に GOT 29

mU/ml, GPT 35 mU/mlで あ った のが,投 与 後 に GOT

41mU/ml, GPT 49mU/mlと 上 昇が 認 め られ た が,特

に治療 を必 要 とせ ず,1ヵ 月後 の再 検 査 に てGOT 26

mU/ml, GPT10mU/mlと 正 常 に改 善 した 。

そ の他,自,他 覚的 な副 作 用 は全 例 と も認 め られ なか

った(Table 5)。

IV. 考 案

T-2588は,新 経 口用 エ ス テ ル型 セ フ ェ ム系抗 生 物 質

で ある。本 剤 は,腸 管 か ら吸収 され エ ステ ラー ゼ に よ っ

て加 水分 解 を受 け,抗 菌 活 性 を有 す るT-2525と な り,

グラム陽性菌および陰性菌に対し広範囲な抗菌スペクト

ラムを有するといわれている1)。特にグラム陰性菌に 対

し強い抗菌力を示 し,各 種 β-lactamaseに 対 し安定で,

従来の経 口用セフェム剤耐性菌にも強い抗菌力を示 して

いる%泌 尿器科領域では,グ ラム陰性桿菌の出現頻度

が多く,最 近耐性菌の増加もみられることから3,4),尿路

感染症の経口用治療薬として本剤の有用性が期 待 され

る。そこで今回われわれは,14例 の複雑性尿路感染症患

者に本剤を投与 し,そ の臨床効果および副作用について

検討 した。

その結果,著 効3例,有 効4例,無 効7例 で,総 合有

効率は50%で あった。この成績は新薬シンポジウムに

おける全国集計の総合有 効 率66,5%1)に 比ぺ劣ってい

た。これは,対 象症例の病態群別構成率の差によるもの

と思われる。全国集計における病態群別構成率では,第

1群,第5群 のカテーテル留置症例がそれぞれ9.2%,

6.3%で あ るのに比べ1),わ れ われ の検討では第1群,

第5群 がそれぞれ29%で あ り,対 象症例の過半数を占

めていた。清水らは5),カ テ ーテル留置症例では菌交代

症が発現しやす く,か つ難治性の菌種が存続するに至る

と述ぺており,今 回のわれわれの検討でも第1群,第5

群 のカテーテル留置群の有 効 率がそれぞれ50%,0%

と低値であった。このような結果が,全 体としての総合

有効率が比較的低値であった原因となっ てい る と考え

る。第1群,第5群 を除いた6例 では著効2例,有 効3

例,無 効1例 で,有 効率83.3%と 高 い有効率となる。

すなわち,カ テーテル非留置症例において本剤は,非 常

に有用な薬剤であると考えられる。

細菌学的効果の成績は,20株 中12株 が消失 し除菌

率60%で あ った。存続 した菌種は, E.faecalis 1株,

P.vulgaris 1株, P.aeruginosa 2株, Entmbacter 2株,

Candida 1株 であった。本剤はE.faecalis, P.aeraginosa,

Candidaに は抗菌活性がなく1),こ れ らの菌が存続菌 と

して認められたのは当然の結果であると思われた。これ

らの菌種を除いた12株 では,9株 が消失し除 菌 率 は

75%で あ った。

副作用については,1例 にTransaminaseの 軽度上昇

が認められたが,1ヵ 月後に正常に復し問題にはならな

かった。その他,全 例 とも胃部不快感,下 痢などの自,

他覚的副作用は認められなかった。

以上の成績 より,本 剤は経口用尿路感染症治療剤 とし

て有用かつ安全な薬剤であると考える。特に今回の検討

では,T-2588の 有する広い抗菌スペクトラムから対象

を複雑性尿路感染症のみとしたが,軽 度あるいは中等度

の複雑性尿路感染症に対 しては,注 射剤と異なり患者に

苦痛を与えることなく,そ の有用性が期待できる薬剤で
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Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of T-2588 treatment in complicated UTI
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Table 4 Bacteriological results

Table 5 Laboratory data before and after administration of T-2588

B : Before, A : After

あ る と思 われ た 。
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CLINICAL EVALUATION OF T-2588 IN COMPLICATED 

URINARY TRACT INFECTIONS 

HIROKAZU GOTO, SHOICHI ONODERA, KOICHI KISHIMOTO, 

HIROO SUZUKI, HIROSHI KIYOTA and TOYOHEI MACHIDA 

Department of Urology, Jikei University, School of Medicine

Clinical effect of T-2588, a new oral cephalosporin, was studied in 14 patients with complicated 
urinary tract infectiOns. 

T-2588 was administered at a daily dose of 300 mg for 5 or 7 days. 
Clinical effectiveness of T-2588 was found to be excellent in 3 cases, moderate in 4 cases and 

poor in 7 cases. Thus, the overall efficacy rate was 50% in complicated urinary tract infections. 
Bacteriological efficacy rate was 60%. 
During the treatment with T-2588, S-GOT and S-GPT slightly increased in one case, but it 

returned for normal range after completion of therapy. No other side effect was observed subjectively 
or objectively.


